
（労働組合員による印刷）

10月5日：米国のトランプ政権は世界中で暴れ回っ
ている。世界覇権を握るアメリカ帝国主義の圧倒的な
力と影響力は滑り落ちつつあり、アメリカ帝国は盟主の
座を維持するため必死に格闘している。故に、この帝
国が過去数十年に亘り略奪に満ちた支配を包み隠して
きた「人権」と「平和」という覆いをはがしつつある。今
や、自身の立場を強化するため、アメリカ帝国主義は、
過去20-30年の間に驚異的な経済発展を遂げてきた中
華人民共和国との対決に向け組織しなければならな
い。だからトランプは、メキシコのような新植民地諸国
や南朝鮮のような従属国を徹底的に締め上げているの
だ。また、米帝国主義のドイツや日本といった従属的な
地位にある帝国主義同盟諸国も大きな圧力下にある。
これこそ、米国が日本に課した、産業にひどく打撃を与
える関税の背後にあるものであり、さらなる軍事支出の
要求、台湾をめぐる中国との起こり得る戦争に向けた日
本の軍備増強の背景にあるものである。

7月の参議院選挙と脆弱な石破政権の崩壊は、日本
の現支配体制の危機をはっきりと示している。ソ連崩
壊後の過去30年に亘るグローバリゼーションと米国支
配のリベラルな「自由貿易」は、日本の資本家たちにと
ってもうけの多い有利な仕組みであった。国内では、労
働者がデフレ、賃金低下、大規模な非正規化に晒され
た。一方で、資本家たちは、増々アジアへ投資し、生産
拠点を中国や東南アジア諸国に移転した。それは産業
空洞化をもたらした。これは日本の支配階級に莫大な

利益をもたらし、一方では軍事費をGDPの約1％の最
小限に抑え、主要な戦争への関与を回避した。

しかし、こうしたことは今や完全に過去のものとなっ
た。世界の疑いようのない盟主である米国がこの世界
秩序を引き裂きつつある以上、日本の資本家たちはこ
れまで通りのやり方を続けられない。米国支配の世界
秩序への完全な統合と自らの弱さを考えれば、日本の
支配者は、自身の立場と利益を維持するため、米国に
従い、中国との対決に加わり、ひいては自国労働者へ
の締め付けを強化する以外に選択の余地がない。石破
に続き首相になる資本主義政治家が誰であれ、この方
向を追求するために、日本の支配階級は今後疑いもな
く、より右派の権威主義的、抑圧的な政治路線へ転換
する必要がある。高市が自民党総裁に選ばれたのも、
そのことの現れだ。

問題は、米帝国主義の圧力の下で、右へと動いて
いるのはブルジョアジーだけではない。増々多くの労
働者が無気力になるか、あるいは右へ動いているので
ある。参議院選挙では、日本共産党は30年で最悪の
結果を喫した！一方で、多くの若者と労働者が右翼ポ
ピュリストの参政党を支持する動きとなっている。参
政党への支持は、先の選挙では、12％以上の投票率
に達した。なぜか？

根本的には単純である。過去数十年は労働者にと
って最悪であり、若者は将来の見通しが全く立たない。
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そのため、現支配体制に対する正当な怒りがものすご
く蓄積してきた。相次ぐ政権は労働者への攻撃を断
行し、一方で日本を「世界平和の灯」と称して宣伝し
てきた。これこそ、平和を保証するのだから、現状維
持が進歩的で盾突いてはならないと労働者に言うた
めの都合の良いごまかしだった。第二次世界大戦が広
島・長崎のように、労働者階級にいかに悲惨な破滅的
状況をもたらしたかを考えると、これは強力なイデオロ
ギー的破城槌だった。そのようにして、労働者を含む
全ての人々を抑制し、現状維持を最良の選択肢として
受け入れることを押し付けたのである。

これは極めて効果的だった。なぜなら労働組合
やとりわけ日本共産党の労働運動指導者たちが、日
本の資本主義秩序が第二次世界大戦の軍国主義か
ら「教訓を得た」という物語をうのみにし、広めたか
らである。実際、過去数十年の相対的な安定と平和
は、憲法9条の力や米国の善意によってではなく、米
軍の疑いようのない絶対的な軍事力によって保証さ
れた。この傘の下でこそ、日本の帝国主義者たちが
経済的利益を追求したのである。

日本共産党が日本の「平和憲法」を賛美している
間、財閥独占資本は莫大な利益を貪り、日本の労働
者階級は壊滅的な搾取に晒されてきた。近年、日本
共産党は、こうした体制を最もよく体現したブルジョ
ア政治家たちとの緊密な協調を追求してきた。例え
ば、野田党首率いる立憲民主党との協調である。野田
は、2012年に当時首相として、社会保障の削減と消費
税増税を実施したことで、今も多くの人に憎まれてい
る。こうして今日の「共産」党は、労働者の生活を何も
改善せず、むしろ労働者大衆に低賃金の生活を強い
る体制の一部と見なされている。この見方は間違って
いない。このようにして、日本共産党の指導者たちは、
労働運動が労働者や貧困層のために戦う勢力として
見なされないのを保証し、共産党に期待を寄せる労
働者はますます少なくなっている。

現在、株式市場は史上最高値レベルの近くに推
移しているにもかかわらず、労働者たちは、米国の関
税措置とともに、政府が軍事増強のため巨額の金を
調達する必要があるなかで、間違いなく何が訪れる

かを知っている。つまり経済的苦難と危機である。社
会民主党と日本共産党が支配体制の一部と見なさ
れ、戦う勢力とは全く見なされていない。そして急進
的社会主義者も基本的にその尻尾と見なされている
ため、若年労働者の多くは、耐え難い現状への真の
反対勢力を求めて参政党に期待を寄せている。もち
ろん、参政党は日本の資本家政党として、そして反中
国の軍事増強を支持する政党として、労働者に一層
の貧困と欠乏をもたらすことに他ならない。労働者が
自身の生活条件を防衛し改善するための具体的な
前進の方法を示すことによってのみ、労働者運動が
迫り来る攻撃に備え、参政党のさらなる台頭に反撃
を加えることができるのである。

まずは状況を理解しなければならない。しかし左
翼は完全に混乱し、現状を理解しない故に労働者の
任務について混乱している。日本共産党やそれに続
く革マル派といった社会主義グループは、米国、ロシ
ア、中国という大国の「対立」について話題にする。
これらの組織の観点からこうした国々は世界の「覇
権」をめぐって互いに闘っている。これは完全に間違
っている。つまりロシアはNATOの拡大を押し返そう
とし、ロシア自身は強国である一方で、米国の世界支
配への挑戦をもくろむことすら到底できない。中国は
巨大な製造業や様々な経済・軍事能力を持っている
が、支配するスターリニストの中国共産党は帝国主
義との宥和以外何も求めず、米国の覇権に実際に挑
戦しうるいかなる戦略も拒否している。いやちがう。
中国との対立を推進し、国際的に現在の危機を根本
的に引き起こし、必死に盟主の座を維持しようとして
いるのが沈みゆく米国の覇権者である。

多くの左翼の人は、「日本が第二次世界大戦前のよ
うにファシズムや軍国主義に陥る危険性」について語
っている。確かに、参政党とか高市の周辺にいる自民
党右派がまくしたてる反動的な天皇賛美や進歩的と
称される「大日本帝国」は、ひどく不快で不気味なもの
である。しかし、現状を唯物論の方法で理解すること
が極めて重要である。一方で、我々は1930年代のよう
に、労働者の集会を破壊する街頭でのファシストや軍
国主義のギャングに直面しているのではない。我々が
直面しているのは、右翼ポピュリスト運動で、この運動
は、多くの人に、反体制的な主張ゆえに支持されてい
る。他方では、日本の資本家たちは、現在、米帝国主
義者と衝突の方向にあるのではない。全く逆である。
実際、自民党の右派や参政党の現在の方向は、トラン
プ政権と合致している。つまり、中国に対する好戦性
に尽くす大規模な軍事化、日米軍事同盟の維持と同
時に「平和」論議の踏みつぶし、女性を抑圧的な家庭
に一層押し込めること、そして労働者の生活水準への
攻撃の追求である。

労働者と社会主義者にとって差し迫っている任務
は、今こそ組織化を始め、ますます必要となる防衛的
な闘争に備えることである。東京だけで数十万人が
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右翼に投票し、その少なからぬ数が労働者である一
方で、社会主義者はデモに千人集めるのに苦労してい
る。「政府を打倒せよ」「人種差別を粉砕せよ」と叫び
ながらも、彼らは、今何が起こっているか、労働者に結
び付くため何をすべきか、全く見当もつかない状態で
ある。社会主義左翼は現実に目を向け、直面する労働
運動の悲惨な状態に注意を向け、今こそ路線転換し
なければならない！空虚で無力なスローガン叫びをや
めなければならない。代わりに、我々は具体的な闘争

の展望を提起する。前進する闘いの各段階において、
全国労働組合組織の連合であれ日本共産党であれ、
労働指導者の現路線に立ち向かうことが必要である。
この指導者たちは、日本の資本家を支持し、我々を現
在の難局に導いたのだ。

軍事化に反対して戦おう！
政府は、軍事費を大幅に増やし、2隻の軍艦を空

母に改造し、沖縄をはじめとする地域に米軍と日本軍

日本共産党は深刻な危機にある。2015年の安
倍政権に対する大規模な抗議運動以来、志位・田
村党指導部は、立憲民主党に代表される資本主義
の「進歩的」支配集団に増々緊密に結び付いてき
た。しかし立憲民主党は、米国との軍事同盟や日
本の労働者の賃金引き下げなどに賛成し、日本帝
国主義の利益を代表している。日本共産党のこう
した勢力との「共闘」関係は、日米軍事同盟に対
するいかなる闘争も放棄することを意味する。この
同盟は日本の軍事化と労働者への攻撃の根源で
ある。立憲民主党のようにこの同盟の頑強な擁護
者に手足を縛られるならば、日米軍事同盟と戦う
ことはできない。ブルジョア諸団体に受け入れられ
るようになるために、近年、共産党議員は天皇にた
いし起立しおじぎをし始めさえしている！当然なが
ら、日常的に経験する搾取と抑圧に対する反対勢
力として、共産党に期待する若者と労働者の数は
増々減少している。したがって、最近の参議院選
挙における共産党の大敗北—右翼ポピュリスト参
政党の得票の半分にも及ばない—は驚くべきこと
ではない。これは明らかな警告である。

日本共産党の指導者たちにとって、立憲民主党
のような勢力に取り入り、認められることは、あら
ゆる段階で、労働者の要求を増々抑制・従属させ
制限することを意味してきた。そして、この「共闘」
関係は共産党の指導者たちが全力で労働者を闘
争に動員しないようにすることを意味した。なぜな
ら、労働者を動員したら、立憲民主党の指導者を
遠ざけるだろうからである。9月初めの共産党中央
委員会会議で、指導者の志位和夫は、参政党の台
頭を止めるため、こうした破滅的な路線を深化する

必要があると主張した。いや違うぞ！正に田村・志
位指導部による現在の親帝国主義路線こそ、労働
者にとっての大惨事であり、党を破壊し、多くの労
働者と支持者の士気をくじいているのだ。これは
ただ右翼を助けているだけなのだ！

多くの党員は、現在の路線に不満であるが、し
かし何をすべきかという展望が見当たらない。いく
つかの社会主義グループは、共産党の衰退に関し
て拍手喝采を送り、共産党員にたいし、問題の少
しの明確な政治的理解もなく、また党指導部への
政治闘争もないまま、ただ「脱退しろ」と呼びかけ
ている。しかしこれは、ただ日本共産党が現路線
のまま奈落の底へ突き進むことを意味するだけで
ある！現在の共産党指導部に対する政治闘争がな
ければ、共産党の若者や労働者の支持者は士気
喪失し、労働運動から背を向け、参政党のような
右翼に期待さえする危険が現実に存在する。これ
こそ、迫り来る困難な時期に直面する労働者を、さ
らに武装解除し弱体化させるのである。

前進する道はある！今すぐ党の全支部で、以下の要
求を元に指導部とはっきり一線を画す必要がある。

日米軍事同盟を打倒せよ！
立憲民主党との「共闘」を断ち切れ！

真の反帝国主義・労働者階級路線を望む全て
の共産党員よ、ただ脱退してはならない！党内に留
まり戦わなければならない！これは反対潮流を結集
する方向への真の一歩となりうるだろう。そして今日
の労働者の利益を防衛し前進させるために必要な
路線について、左翼全体と労働運動内部に議論を
広げる方向への真の一歩となりうるだろう。

日本共産党員よ、反帝国主義の 
反対潮流に向けて闘おう！
日米軍事同盟を打倒せよ！

立憲民主党との「共闘」を断ち切れ！
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の基地を設置している。年金削減や増税を計画して
いるが、それは全て中国に対する軍備増強の名目で行
われている。労働者の暮らしを防衛し、天皇と資本家
の利益の名のもとで再び戦場に送り込まれることに反
対するには、日米軍事同盟との戦いが出発点とならな
ければならない。

日本共産党の指導部は、巨額の軍事費に関して抗
議し、政府に「軍事対軍事」ではなく「9条に基づく平
和外交」を追求するよう促している。一方で、ウクライ
ナ支援や中国の「挑発」と称するものへの非難といっ
た帝国主義の大義を支持している。党指導部は、労
働者にたいして、米軍によって保証された過去の比較
的安定した「平和」な時代を模範として目を向けるよ
う説いている。実際には、正にこの秩序こそ、自身の
衰退と現在の危機を生み出し、日米両国に軍事化を
加速させているのだ。共産党の指導者は帝国主義の
利益に沿って「平和」が達成できるという嘘を宣伝し
ているので、労働者へのあらゆる攻撃の根源である日
米軍事同盟を実際全面的に容認している。だからこ
そ、立憲民主党との連携を維持するためにも、日本共
産党は、最近の選挙運動において、日米同盟に対して
何らの異議も唱えなかったのである。

軍事化に対する戦いを、例えば生活水準への攻撃
に反対するなど、労働者の物質的利益のための闘争
に結び付けることは重要である。だれに聞いても、そ
れは労働者が気にかけている最優先のことである。こ
れこそ、左翼に蔓延し（政府まで利用する！）プチブル
ジョアの道徳主義の説教に代わって、なされなければ
ならない。この道徳主義の説教は労働者に責任を押
し付け、例えば侵略戦争という歴史的悪行を「反省」
すべき（日本共産党、社民党から立憲民主党や自民
党の石破前首相までが言う）とか「血の債務を返済
する」（中核派の言う「血債の思想」）と唱えているも
のだ。まず、労働者に罪悪感を抱かせるこの種の手法
は、戦争犯罪の真の犯罪者であり責任勢力である天
皇と日本の資本家階級への恩赦に他ならないのだ。さ

らに、生活破壊に抗し、生き延びるため闘っている労
働者に向け、「罪」と称するものを説くリベラルな道徳
こそ、労働者が正しくうんざりするものであり、多くの
労働者を左翼から遠ざけ、右傾化を促す大きな役割
を演じてきたのである。

中核派、革マル派から『かけはし』などの社会主義
組織が、日米軍事同盟に反対するのは良いことであ
る。しかし残念ながら、彼らは「戦争反対！」という平
和主義にはまり込んでいて、労働者のために戦う具体
的な前進の道筋を示していない。何十年もの間、日本
共産党はこのイデオロギーを推進し、労働者に現状
維持が「進歩的」だと説き、従って、多くの人に嫌われ
た現体制の一勢力として、その体制に反対しない勢力
として、労働者の前に登場してきた。共産党の指導者
は、この同じ平和主義を、立憲民主党のような「平和
的」と称する資本主義勢力との同盟を固める接着剤と
して利用してきた。過去数十年間、「平和な日本」と
いう話は、日本の資本家による国内及び地域全体に
おける経済的略奪を覆い隠すのに尽くしてきたのだ。
そして日本共産党は、今日もなお、田村委員長が参院
選以来やってきたように、立憲民主党に「平和のため
に」協力するよう懇願し続けているのである。

労働者を現在の軍事化の根源である勢力（日本の
資本家階級）の一翼に縛り付けることによって、共産
党指導部は実際に、労働者自身の利益のための独立
したいかなる行動も無力化し妨げてきた。なぜなら、
そうした行動は彼らが同盟を結んでいる同じ資本家
階級に反対せざるを得ないだろうからである。正にこ
の流れのなかで、全港湾の港湾労働組合指導部が昨
年、米駆逐艦の沖縄寄港に反対した那覇港でのスト
ライキを中止したとき、この指導部は雇用主との「平
和」を求めるありふれた空虚な宣言でこれを正当化し
たのも偶然ではない。

日本共産党の指導者は、平和のための労働者の進
歩的な渇望を、平和主義というイデオロギーへとそらし
てきた。このイデオロギーは、いかなる階級闘争も組
織せずに、労働者の手足を縛り、このようにして日米
軍事同盟に対する真の闘争を阻んできたのである。従
って、社会主義左翼が、たとえ非常に戦闘的な言葉で
宣伝してさえ、この平和主義を推進するとき、これまで
労働者を抑制し続けてきた正にそのイデオロギーを推
進しているのだ。実際、「平和な日本」という皮肉なリ
ベラル思想は、過去数十年間に生活が悪化した多く
の者によって、何よりも象徴的だと見なされている。労
働者や若者が最近参政党に相当傾いた一つの重要な
理由は、この平和主義への反感と嫌悪だった。社会主
義者が軍事化に反対し労働者に結び付くための戦い
において重要な出発点は、この平和主義からの決別
でなければならない。

明らかに、中国を中心的に標的とする軍事化に反
対する戦いでは、中国の労働者と農民のなかに、同盟
者となりうる大量の人々がいる。しかしながら、社会主

Sebastian Kjeldtoft
2023年5月：沖縄県の米空軍嘉手納基地の前。労働者の生活
を守るため、天皇と資本家の利益の名のもとに再び戦場に送
り出されることに反対するために、日米同盟との闘いが出発点
でなければならない。
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義左翼は大きな矛盾を抱える。彼らは帝国主義の侵
略に反対したいが、帝国主義者に対して中国の側に
立つのを拒否している。強力な中国プロレタリアートと
の強固な同盟を築く唯一の道は、1949年の中国革命
から生まれた中国国家を断固として防衛することであ
る。この偉大な革命は帝国主義への従属と資本家や
地主の支配を終わらせた。これは、米国や日本の帝国
主義者に絶え間なく妥協する現在の抑圧的な中国共
産党政府を支持することによってではなく、代わりに自
らの手で社会を支配し、腐敗した官僚どもを追い出す
中国の労働者と共に戦うことによって、成し遂げなけ
ればならない。

労働組合を再建しよう！
生活水準を防衛する鍵は、ボスや政府の圧力に立

ち向かえる強力な労働組合である。確かに我々は、抑
圧的な消費税の廃止を含めて、急騰するインフレに
直面する全労働者の賃金を防衛し改善する必要があ
る。しかしはっきりさせなければならない。つまり資本
主義の利益との実際の対決のみが、このいずれにとっ
ても一歩踏み出すのを可能にするのである。これこそ
まさに、連合、全労連、全労協そして独立諸労組の指
導部が数十年間回避しようとしてきたことである。全
体として、こうした組合指導部は、産業の空洞化や解
雇に対して、そして現在では大規模な軍事化に対する
戦いを組織することを拒絶してきたのだ。なぜなら彼
らは根本的に、日本の資本と米国との同盟を支持して
いるからである。

これこそ組合を一貫して弱体化させ、多くの労働
者を遠ざけてきたのである。多くの労働者はもはや
労働諸組織に期待せず、組合を脱退しさえしてい
る。その結果、現在の労働組合組織率は約15％であ
り、戦後80年近くで最低水準である。労働運動は数
十年もの間衰退し続けてきた。近年における象徴的
な一例は、以前強力だったJR東労組という鉄道労
働者の組合である。この組合は容赦ない経営者の
攻撃・圧力に直面し、敗北に敗北を重ね、数千もの

労働者が組合を脱退し、今やおしなべて無力化に至
っている。

この流れを転換させるために、我々は、労働組合の
根本的に異なった展望に向けて闘わなければならな
い。労働者階級を極めて弱体化させている一つの要
因は、労働者や組合運動が支持政党によって分断さ
れていることである。労働組合の闘士や社会主義者
は、連合、全労連、全労協の間の分断を克服し、各産
業で全労働者を団結させる産業別労働組合を打ち固
め構築する展望を推進する道を見い出さねばならな
い。具体的な一歩として、日産自動車のボスたちが閉
鎖を企てる歴史ある追浜工場での解雇に反対して、
連合と全労連の労働者が一致団結して戦うことにあ
るだろう。これには、数十年にわたり労働者に対する
次から次への攻撃を許容してきた現労働組合指導部
との対決が必要である。こうした指導部こそ、それぞ
れボスたちとの親密で気が楽な関係のなかにいる。

しかしながら、現状では、社会主義左翼がこうした
展望を提示できず、間違った答えの間で分裂している
のである。一方では、革マル派などのように、戦闘性
の欠如について正しく不満を表し、組合による一層の
闘争を呼びかけているグループが存在する。しかし、
現在の親資本主義の指導部に対する具体的な政治
闘争の展望を抜きにして、そしてまた指導部がなぜこ
うした闘争を拒むのかを暴露するのを抜きにしては、
結果は現指導部のより戦闘バージョンに希望を託すこ
とになるだけである。これは前進の道ではない。他方
では、中核派のような社会主義者が怒って「連合を打
倒」しようと叫び、取って代わる組合を構築しようとす
る。この展望もまた行き止まりである。なぜなら、それ
は労働運動の闘士を労働者大衆から孤立させ、プロ
レタリアートの核となる構成部分を連合指導部の管理
下に置いたままにするからである。

必要なのは、労働組合内部に現指導部に反対す
る反帝国主義潮流を今打ち立て始めることである。
正に今の真実は、社会主義左翼が労働者階級から

	 JiJi.com	 Anadolu/Getty 

国家は左派に対する弾圧を強化した。弾圧に対して社会主義左翼と労働運動全体を包括する強固な非セクト主義の統一戦線に基
づく防衛運動を組織する必要がある。（左）2025年２月、東京で警察は革マル派の「解放社」事務所へ急襲する。（右）2024年10
月、東京でイスラエル大使館前、警察がガザ虐殺に抗議する全学連・中核派メンバーを襲撃。



6

極めて孤立していることである。真の影響力を及ぼ
すには、我々はこの状況を克服する必要がある。社
会主義活動家は同僚の労働者と結びついて寄り添
う忍耐強い活動から始めることが必要である。そし
てあらゆる段階で、どのように労働者が資本家と闘
う必要があるかを示さねばならない。それはすなわ
ち、現在の親帝国主義の組合指導部との戦いであ
り、労組の新たな社会主義指導部に向けた戦いを
意味する。

国家弾圧と闘おう！
来たるべき全労働者への攻撃を準備するなかで、

政府は、過去1～2年にわたり、あらゆる戦線で社会
主義者に対してさらなる国家弾圧を雪崩のように振
り下ろした。例えば、中核派や全学連のメンバーの繰
り返される逮捕、革マル派・中核派・解放派の事務
所への家宅捜索などである。自己防衛のための緊急
の一歩は、あらゆる有害なセクト主義的分裂を克服
し、国家弾圧に対して社会主義左翼全体が一致団
結・結束して強力な統一戦線に基づく防衛運動を
組織することである。このことはまた、こうした防衛
運動において、労働者をより広範に動員することに向
けた一歩ともなり得るのである。

ここ数週間から数ヶ月にわたり、参政党などが撒
き散らした人種差別主義の汚物に駆り立てられ、自
民党主導の政府は、外国籍の労働者を強制送還や
攻撃で脅している。こうした攻撃に反対する戦いは
急務であるが、この任務を労働者の物質的利益と結
び付ける必要がある。社会主義者は、外国籍の労働
者へのこうした攻撃が、いかに被抑圧者たちを分裂
させ弱体化させているかを示し、全労働者の生活水
準を低下させる下地を作っているかを示さねばなら
ない。このようにしてのみ、我々は、例えば強制送還
を阻止する労働者行動とか外国籍の人々を含んだ、
日本に住む全員に完全な市民権をといった具体的な
要求が、いかに実際日本の労働者の物質的利益に
かなうかを動機付けすることができるのである。いか
なるこうした闘いも、資本家や政府に対し労働者を
結束させ、分裂を減らし、こうして来るべき攻撃に対
して抵抗力を強化するだろう。

それとは対照的に、日本共産党に率いられて、社
会主義左翼全体は、残念ながら労働者の前で、彼ら
の利益のための闘士としてではなく、むしろヒステリ
ックで思い上がった道徳主義者として現れている。
左翼は「排外主義を許すな！」といった空虚なスロー
ガンを叫ぶ。それは労働者にとって、もっともな理由
で憎んでいるリベラルな道徳主義の説教として映る
のである。労働者や移民労働者などのマイノリティの
利益を具体的に共に前進させる展望を持たないなか
で、こうした道徳主義の説教は逆効果であり、排外
主義・人種差別主義的デマの影響を弱めるのに何の
役にも立たない。

今、参政党は、自民党などの他の政治家と共に

「スパイ防止法」制定を進めようとしている。これ
は、日本共産党、左翼全体、朝鮮総連などの朝鮮人
諸組織、そして同様に公務員労働者に対しても直接
的な脅威である。共産党の指導部はそれに反対す
る一方で、労働組合内の支持基盤を動員することを
拒否している。この脅威に対する抗議運動は、左翼
と労働者、朝鮮人マイノリティ、部落民などを団結さ
せ、隊列を固めるため、また今後ますます必要となる
連帯を築き始めるために、結集点となり得る。日本
共産党の支持基盤、とりわけ全労連にある基盤に共
に階級闘争を闘うために働きかける必要がある。こ
れには、労働者階級にある自らの支持基盤を動員す
るのを拒否する日本共産党指導部と闘うことが必要
である。これを通じて社会主義者が労働者の利益の
ための真剣な闘士であることを示し、全労働者の利
益のために弾圧に対し戦いを前進させうるだろう。そ
れはまた、日本共産党指導者の路線に対する政治
的オルタナティブを構築し始めるだろう。

すべての労働者の利益のために闘う者や社会主義
者が真の転換をするならば、迫り来る攻撃に直面しな
がら増々弱体化していく、この悪循環に対して対策を
講じ始めることができる。今こそその時である。 

この記事は国際社会主義オルタナティヴの
危機に関して論じている。この危機は、帝国
主義、ガザ、ウクライナなど緊急の課題をめぐ
るものではなく、組織内部の性的不正行為へ
の対応をめぐるものである。マルクス主義者の
任務は、道徳的判断を下したり、何が許容され
るかを決定することではなく、合意に基づく個
人の間での行為は、他人の関与すべき問題で
はないという基本原則を擁護することである。
フェミニスト的アプローチは、人々が誰とどのよ
うに性行為を持つべきかを規定しようとする。
マルクス主義者は、性的領域を含むあらゆる
面で、個人が可能な限り自由に選択できる世
界のために闘う。女性の解放に向けた真の闘
争を推進するために、社会主義者は道徳主義
のフェミニスト的アプローチを拒
否し、女性の権利のための闘争
をプロレタリアートの利益に結び
付ける必要がある。

『女性と革命』第46号、2025年2月から

性スキャンダル、
道徳主義、

そして左派
Sex Scandals, Moralism and the Left



















19

国際共産主義者同盟（第四インターナショナリスト）

Spartacist League of Australia
redbattler@exemail.com.au • (03) 9329 0275

RedBattlerSLA
Spartacist ANZ Publishing Co. 
PO Box 967, North Melbourne Vic 3051, オーストラリア

A$10 / 4 issues • International rate: A$15

Spartacist League/Britain
workershammer@btconnect.com • 07301 003174

WorkersHammer
Spartacist Publications 
PO Box 42886, London N19 5WY, イギリス

£5 / 4 issues 
Europe outside Britain and Ireland £7
Other countries £9

Spartakist-Arbeiterpartei Deutschlands
spartakist@online.de • (0 30) 4 43 94 00 • +49 174 466 5332

spartakist_IKL
SpAD, c/o Verlag Avantgarde
Postfach 2 35 55, 10127 Berlin, ドイツ

Abo (3 Ausgaben): 5 € • Auslandsabo: 10 €

Ligue trotskyste de France
ltfparis@hotmail.fr • 01 42 08 01 49

leBolchevik_LTF
Le Bolchévik, BP 135-10, 75463 Paris Cedex 10, フランス

4 numéros : 5 € • Hors de France : 7 €
Chèques à l’ordre de : Société d’édition 3L

Τροτσκιστική Ομάδα της Ελλάδας
ギリシャ・トロツキストグループ

spartacist@hotmail.com • 693 069 4112
toe_icl

Τ.Θ. 8274, Τ.Κ. 10210, Αθήνα, Ελλάδα 
Box 8274, Athens 10210, ギリシャ

Συνδρομή Ελλάδα & Κύπρος 5 € ή 150 TL / 4 τεύχη
Ευρώπη 7 € • Υπόλοιπες χώρες 9 €

Lega trotskista d’Italia
red_sp@tin.it • spartaco_ltdi
Spartaco, Ufficio San Donato Milanese, Casella Postale 47, 
20097 San Donato Milanese (MI), イタリア

Abbonamento a 3 numeri: € 5
Europa: € 6 • Paesi extraeuropei: € 8

Grupo Espartaquista de México
elantiimperialista@protonmail.com 

ElAntiimperialista-x6t • GEM_LCI 
gem.lci2 • 55 8818 0086

Escribe sólo: Ángel Briseño, Apdo. Postal 006 
Admón. Postal 13, CP 03501, Ciudad de México, メキシコ

México: Méx. $40 / 4 números
América Latina: Méx. $80 
EE.UU. y Puerto Rico: US$4 • Otros países: US$6 / 6 €

Spartakistang Grupo Pilipinas
(Komite ng mga Korespondante sa Ultramar)

spartacist@spartacist.org
SpartacistGroupPilipinas • SpartacistPH

Box 1377 GPO, New York, NY 10116, アメリカ

₱100 / 4 (includes English Spartacist) • Overseas: ₱200

Ligue trotskyste au Québec et au Canada/
Trotskyist League in Quebec and Canada

republique.ouvriere@gmail.com 
tl.workerstribune@gmail.com
(514) 728-7578

RépubliqueOuvrière • Rep_Ouvriere
workerstribune • Workers_Tribune

Les Éditions collectives, C.P. 583 Succ. Place d’Armes
Montréal QC H2Y 3H8, カナダ

3 numéros : 7  $Cdn • Prix international : 10 $Cdn

3 issues: Cdn$ 7
International price: Cdn$10
Chèques à l’ordre de / Pay to: Les Éditions collectives

Spartacist/South Africa
spartacist_sa@yahoo.com
Voicemail: 088-130-1035

AmaBolsheviki Amnyama • AmaBolsheviki
 079 171 5793 • amabolshevikiamnyama

Spartacist, P.O. Box 61574 
Marshalltown, Johannesburg 2107, 南アフリカ

R10 / 4 issues • International rate: R20

Spartacist League/U.S.
vanguard@tiac.net
(212) 732-7860

WorkersVanguard
Box 1377 GPO, New York, NY 10116, アメリカ

US$10 / 6 issues
International: US$25 / 6 issues

iclfi.org • spartacist@spartacist.org •  SpartacistICL •  Spartacist • Box 7429 GPO, New York, NY 10116, USA



20

以下の文書は、『Spartacist』英語版、第70号、 
2025年5月から翻訳されたものである。

10・7以前のパレスチナの状況は比較的安定してい
た。とはいえ「安定」は「望ましい」という意味ではな
い。ネタニヤフ政権がいかなる交渉の試みも拒否する
「紛争管理」政策で知られるようになるなかで、実際
には、状況は何年も悪化の一途を辿っていた。それど
ころか、イスラエルはアメとムチの政策を追求した。ア
メとしては、安定した統治事業を確保するため、ヨル
ダン川西岸のパレスチナ自治政府とガザのハマスに資
金が提供された。ムチとしては、ヨルダン川西岸と東エ
ルサレムは増々軍事化され、入植者がより多くのパレ
スチナの土地に侵入できるようにした。こうした地域で
は、2021年から2023年まで毎年、イスラエル軍に殺害
されたパレスチナ人の数が「戦時」以外で最多を更新
した。ガザでは、「紛争管理」はまた数年ごとの「草刈
り」を意味し、つまりイスラエルが気力をくじく種をま
くために繰り返し、虐殺を行ってきた。彼らは、2008
年、2012年、2014年、そして2021年に、増々激しくこれ
を実行したのである。
この「紛争管理」の期間、イスラエルはネタニヤ

フの汚職と司法権の支配をつかもうとする試みに関
連した内部危機に直面し始めた。そしてそれはネタ
ニヤフに対する、リベラル勢力が支配的な影響を持
っていたゼネストに至った。地域を見ると、シリアの
内戦は何年もの膠着状態が続き、アサド体制が優位
な立場に立ったように見えた。アサド側でのヒズボラ
とイランによる介入が不評だったにもかかわらず、彼

らは比較的強力な軍事的立場を維持した。

10・7とハマスの戦略
10・7はこの地域の現状を粉々にした。ハマス主

導の攻撃はガザのフェンスを突破して、イスラエル国
防軍と交戦し、数百人の民間人を虐殺した。これは
1973年の第4次中東戦争以来、イスラエルに対する
最も深刻な攻撃であった。イスラエル政権は「紛争
の管理」からその「解決」へと方針を転換させた。
いかにして？「ハマスを撲滅」することによってであ
る。つまりパレスチナ人の抵抗を全て抹殺し、パレス
チナ人を死、民族浄化、そして降伏によって服従させ
ることである。
19ヶ月がたった今、力のバランスは、イスラエル国

家と米帝国主義に優位に動いた。ガザは廃墟と化
し、5万人以上のパレスチナ人が殺害された（多くの
人はもっと高い数字を推定している）。イスラエルが
大量虐殺の戦争を激化させ、ガザ地区を飢餓に陥
れる道を阻むものが、今や何もないのである。この
悲惨な状況は、単にイスラエルの軍事的優勢だけの
結果ではない。それはまたハマス自身の戦略のせい
でもあり、いくつかの誤った思い込みに基づいてい
る。つまり、
1. 米帝国主義が介入し、イスラエルにパレスチナ人
への譲歩を強いるだろう。

2. 米国は、「国際社会」、世論や抗議運動からの圧
力によって、そうせざるを得ないだろう。
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パレスチナ:　10・7以後
闘いの現況と展望とは?

Hani Alshaer/Anadolu(上); Omar al-Qattaa/AFP(右)

上：2 0 2 3 年 1 0 月7日、パレスチナ人がイスラ
エル戦車の破壊を祝う。右：3月23日、ガザ住
民が 難民キャンプへのイスラエル攻撃現場か
ら負傷した少女を急いで搬送する。


